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＜連絡事項＞
・本日、13：00～16：00迄で管理棟市水高架水槽の清掃の為、北病棟流し・トイレ・風呂が断水となっています。

＜患者様連絡事項＞
・瀧澤　杏奈様～母様の面会ありドリンク・お菓子・衣類・洗濯代600円の持ち込みがあります。洗濯物を母様に渡してしまったようなので、自分で洗濯をしてもらう様に声掛け介入していきましょう。9/21　9：00～13：00迄で八戸赤十字病院の外科受診の為、御家族付き添いで外出希望あり許可となっています。入院証明書は依頼済です。

・佐々木　淳様～現在、スタッフ側で洗濯を代行して行っていますが、家族洗濯へ切り替えていきます。多飲水傾向の為尿失禁が多く、失禁時の洗濯代2000円と電話代を残して9/15（土）に母様が面会の来られた際にロッカーに保管している金銭を返却する様にして下さい。

・小向　静江様～御家族様は今月末にいらっしゃるとの事で、洗濯については今月末まで業者洗濯となります。洗濯物はスタッフ管理とし、毎週の寝具交換日の深夜帯で寝具と一緒に汚れ物を南病棟側へ持って行き、月曜日に洗濯物が戻って来るので、13：30に東病棟Ｂユニットホールで仕分けをし、本人へ渡すことになります。又、主治医へ明日の朝からの臨時薬の処方と、皮膚科診察がない為9/14（金）～9/20（木）までの皮膚科処置の指示を頂いています。
・山口　富造様、五日市　規様、千葉　光広様～8月分の医療費の支払い済んでいます。

・齋藤　光枝様様～昨日夕より自己服薬管理となっていますが、昼食後、カウンターに寄り、袋の中を探すが「あれ、薬がない。忘れた…」と言って自室に取りに戻り薬を持って来られています。予め、袋に準備するのではなく、薬包を無くさない為にも、食後自室から持ってくる様に説明しています。

＜要注目患者様＞
・松永　勘五郎様～一昨日で治験薬終了し、シクレスト舌下錠5㎎1日1回1錠14日分処方となっていますが、服薬方法を説明し、「はーい」と言うが、直後に飲水してしまっています。10分間は飲食や歯磨きはできない事を再度説明しています。昨日、朝食後薬服用に来られ昨日夕～処方になったシクレスト錠がなく、本人様に聞くとポケットからビニール袋を出すし今朝からの6日分12錠入っています。自己服薬管理なので、自分ではずしてしまった様子です。「飲まれない。こったらの！飲めば酔っ払った様になる。ダメだ。」と強い拒否あり、再三の服用の必要性を説明していますが表情硬く服用せずにいます。本日、シクレスト錠の服用を本人様が拒否しているので、薬局に相談し薬局ではメーカー側に連絡とってみたとの事ですが、舌下に10分間が無理であれば、効力は落ちるが歯磨き直後に口腔内がスース―しているうちに舌下に入れて1～2分我慢して水で服用しても良いと話されていたとの事。表情硬くして拒否され、主治医に報告する事としています。舌下錠の内服行えないことから、本日夕よりシクレストからレキサルティ錠１ｍｇ 1 錠   
　　　　　　　　　1×就床前　7日分ヘ変更としています。内服をきちんとしているか確認していきましょう。

・瀧澤　杏奈様～食事摂取量にムラがあり、入院時から体重が5㎏減少しており、おやつも進めて行きましょう。本日の食事は、朝食・昼食とも1/3摂取となっています。レストランでは、「オエー」と発していますが、嘔吐はなく嘔気は見られるようです。牛乳を飲むと嘔気があるとの事で、明日の朝からヨーグルトへ変更となっています。また、妊娠に関する妄想的言動も少なくなっています。今後も言動に注意しながら、日中臥床傾向多く見られているため、離床促していきましょう。


・松谷　和也様～医療限度額適用認定書の期限が切れており、ＳＷへ確認していきます。　5月～8月分の入院費については医事のほうで声掛けしていきますので、
　　　　　　　　本人様への連絡は不要です。

・小向　静江様～転入して3日目となっています。演技的にわざとゆっくり倒れてみたり、依存的傾向で訴え多く聞かれています。本日のリハプロでは、身辺整理を行っています。「洗濯したいです。」を繰り返しており、現金が入るまでは業者洗濯である事を伝えているが、理解出来ずに何度も繰り返し、落ち着きなく自室と詰所を往復されています。午後の作業では、「眠い」「動けない」「立てない」「歩けない」などの訴えが多く聞かれ、落ち着きなく作業室内を歩き回りスタッフへ頻回に声を掛けています。席へつき休息をとるよう促しを行うも、落ち着きなく過ごされています。自分でできる範囲内は、出来る様促していきましょう。

・木村　美智子様～本日の深夜帯は、尿失禁見られず夜間の睡眠取れています。日中は詰所前にて座り込んだり、通路をウロウロと歩いています。塗り絵の声掛けに一度椅子に座っていますが椅子に座っていられず、再び立ち上がっています。奇異な行動化する事は見られません。

 ＜安ケ平Ｄｒケース検討・診察状況＞
・三上　勇様～歩行時転倒の危険性があるため、一昨日本人用の歩行器が届き食事はレス
トラン移動して摂取しています。作業室までも歩行器で移動をして階段は
自力で昇られています。ホールで過ごす際に、片手で歩行器を操作してい
る事がある為、両手でつかんで操作するよう都度声掛け介入していきまし
ょう。又、コーヒーをコップに作って部屋で飲もうとウロウロしている時
はホールで飲む様都度声掛け介入していきましょう。

・他、処方変更の患者様はおりません。

＜馬渡Ｄｒケース検討・診察状況＞
・山下　拓也様～相変わらず買い物への執着は強く、何度も買い物の日を確認する事があります。それ以外は特に目立った行動化や不穏興奮などもなく落ち着いています。臨時薬継続処方となっています。



・原　吉郎様～幻聴体験は残存しています。時折身体不調を訴え、薬を要求する事はあり
ますが、介入で落ち着く事はできています。
診察時にも体調不良を訴え「誰かが他人の具合を悪くする薬を飲んでい
るのではないか」などと被害妄想聞かれています。
臨時薬は明日からの処方で、オランザピン20mg15mgへ減量となっていま
す。

・蝦夷森　重男様～先日青山荘の体験利用を実施し、特に拒否などはありません。診察時はよくわからないなどと話しています。9/17（月）には他患者と一緒に2回目の体験利用を行う予定です。

・曽我　正子様～9/14にデイケア「ＳＡＫＵＲＡ」の体験利用予定です。本人も乗り気のようです。気分変動はみられません。臨時薬継続となっています。

・山口　富蔵様～穏やかに病棟内で過ごし食事や睡眠は取れています。臨時処方継続。退院支援を進め、まずは施設の申込みを早急に行って下さい。

[bookmark: _GoBack]・佐々木　淳様～バルプロ酸を減薬後、相変わらず前傾姿勢ではあるものの以前より転倒が減ったとのスタッフからの報告あります。本人も前よりも歩けるようになった、などと話しています。易怒性や興奮の再燃も今の所みられません。明日の朝の臨時薬から、バルブロ酸800mg400mgへ減量となります。
